
横手市指定給水装置工事事業者の皆様へ
お客様（水道使用者）が漏水等による水道使用量の認定措置（以下「漏水減免」という。）が受けられるよう、漏水修理報告書の提出に際しては、次の点に注意してください。
漏水修理報告書提出の注意点
　漏水修理報告書の申請者（提出すべき者）は、漏水修理を行った者（通常は指定給水装置工事事業者）です。

添付書類について
· 漏水状況がわかる写真
　　全景と漏水状況の写真
（地下漏水等で場所が不明な場合は、漏水と思われる場所の全景）
· 漏水修理後の写真
器具の交換箇所・配管の交換状況などが判る写真
· 漏水修理前のメーター写真（指針が読み取れること）
· 漏水修理後のメーター写真（指針が読み取れること）
修理後1週間以内に水道課への提出をお願いします。
なお、添付書類の不備等により、漏水減免が受けられない場合もありますので、修理依頼を受けた際は、十分にご注意の上、施工してください。
　修理後６月（半年）を超えた後に漏水修理報告書が提出された場合は、規程による漏水減免の対象となりませんので早期の提出をお願いします。
ご不明な場合
　　　　　　　漏水修理報告書については、水道課（電話35－2252)へ
　　　　　　　水道料金については、水道お客様センター（電話32-2758）へ
漏水等による水道使用量の漏水減免について
横手市水道使用水量認定に関する規程により、漏水等の場合で次に定める場合、漏水減免が受けられます。
「横手市水道使用水量認定に関する規程」（抜粋）
(漏水等による水量認定)

第5条　推定漏水量が10立方メートル以上の漏水が発生した場合の認定水量は、限度水量を上限とし、次に掲げる水量を合計した水量とする。

(1)　10立方メートル

(2)　10立方メートルを超えた水量に2分の1を乗じて得た水量

(3)　平均使用水量
2　前項の推定漏水量が10立方メートル以上の漏水は、次の各号のいずれかに該当するものとする。

(1) 地下漏水等容易に発見できない箇所からの漏水
(2)　給水装置又は給水器具の可視部分から漏水が発見できない場合、不測の事態により使用者等が通常負っている管理責任を果たすことができない場合等異常の発見が極めて困難であると管理者が認めたもの
(3)　凍結防止装置の操作誤り、長期不在等の止水栓の閉め忘れによる破損又は受水槽の定水位弁の故障によるオーバーフローであって可視部分から漏水を発見できないもの(過去10年以内に同一の理由により水量認定を受けていないものに限る。)
ただし、次の場合は、漏水減免の対象となりません。
第9条　次の各号のいずれかに該当する場合は、第5条各号に規定する認定水量の対象としない。
(1)　 不凍栓の誤操作、外蛇口外蛇口の開放、その他使用者等が故意又は必要な管理を怠ったことにより多量の水を使用した場合
(2)　受水槽及び受水槽関連装置の不良(受水槽の定水位弁の故障によるものであって、第5条第3号第5条第2項第3号に該当するものを除く。)の場合

(3)　使用者等の故意又は重大な過失により給水装置を損傷し、及び漏水させた場合

(4)　蛇口、立上管、水洗便所の各器具等漏水を容易に発見できる箇所からの漏水の場合

(5)　使用者等が漏水の事実を知りながら正当な理由なく修繕しない場合

(6)　漏水頻度の多い老朽管で、使用者等が改善指導に応じない場合

(7)　不正工事に起因する漏水の場合

(8)　横手市指定給水装置工事事業者以外の者が給水装置を修理した場合

(9)　障害物その他使用者等の責任による検針不能な状況により漏水を確認できない場合

(10)　使用者に未納の水道料金がある場合(第8条の規定に基づく認定水量が適用される検針期間に係るものを除く。)

(11)　第6条の漏水修理報告書が、修理後6月を超えて提出された場合

(12)　前各号に掲げるもののほか、明らかに使用者等の責任が認められる場合


